
［成果情報名］ハダニ類の天敵であるカブリダニ類に対する殺虫剤の影響評価

［要約］リンゴほ場ではフツウカブリダニとミヤコカブリダニが優占する。合成ピレスロ

イド剤は前者に影響が大きく、後者には影響が小さく、他方、ネオニコチノイド剤は前者

に影響が小さく、後者に影響が比較的大きいことから、薬剤感受性には種間差がある。
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［背景・ねらい］

果樹ハダニ類の天敵であるカブリダニ類を保護・活用するためには、殺虫剤のカブリダ

ニ類に及ぼす影響を明らかにする必要がある。そこで、リンゴほ場において発生するカブ

リダニ類の種類を明らかにするとともに、各種殺虫剤がカブリダニ類の発生に及ぼす影響

を評価する。

［成果の内容・特徴］

１．果樹研究所病害虫科リンゴＡほ場（福島市飯坂町）では、フツウカブリダニ、ミヤコ

カブリダニ、ケナガカブリダニなど７種が発生している。ミヤコカブリダニは８月に優

占したが、それ以外の時期はフツウカブリダニが優占している（表１）。

２．室内試験では、供試した薬剤はミヤコカブリダニ果樹研究所個体群（2008 年７月に

果樹研究所病害虫科リンゴＡほ場から採集）に対する影響は小さいが、ネオニコチノイ

ド剤の中には比較的死亡率の高い剤がある（表２）。

３．野外試験では、フツウカブリダニの発生に及ぼす影響はアセタミプリド水溶剤（ネオ

ニコチノイド剤）では小さいが、ペルメトリン水和剤（合成ピレスロイド剤）では大き

い(図１）。

４．以上のことから、フツウカブリダニとミヤコカブリダニでは合成ピレスロイド剤とネ

オニコチノイド剤に対する感受性が異なると考えられる。

［成果の活用面・留意点］

１．カブリダニ類の発生に悪影響を及ぼさない殺虫剤を選択することにより、カブリダニ

類が保護される。

２．カブリダニ類の保護とともに、カイガラムシ類やリンゴワタムシなどの発生を助長し

ないように、殺虫剤の選択にあたっては注意する。
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　表１　果樹研究所病害虫科リンゴＡほ場におけるカブリダニ類の発生推移（2009）

５月 12 0 0 0 0 0 0
６月 741 29 3 8 12 0 2
７月 632 393 8 8 9 0 1
８月 279 318 7 1 1 0 0
９月 261 28 2 1 2 0 0
10月 21 1 0 0 0 1 0
合計 1,946 769 20 18 24 1 3

占有率％ 70.0 27.7 0.7 0.7 0.9 0.0 0.1
　注1)個体数：１樹20葉×36樹の合計数（頭）
　注2)調査回数：５月、10月は１回、６月、８月は２回、７月、９月は３回
　注3）殺虫剤は2009年5月にアセタミプリド水溶剤、8月にクロルフルアズロン水和剤を使用、
　　　　2009年以前は殺虫剤無散布
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トラロメトリン水和剤2000倍     89 ◎
ペルメトリン水和剤1500倍     49 ◎

ジアミド剤 フルベンジアミド水和剤4000倍     98 ◎
クロルフルアズロン水和剤3000倍 　　41 ◎
フルフェノクスロン乳剤2000倍 　　42 ◎
ＣＹＡＰ水和剤1000倍 　　41 ◎
ＭＥＰ乳剤1000倍 　　44 ◎
チアクロプリド水和剤2000倍 　　74 ◎
ジノテフラン水溶剤2000倍 　　92 ◎
チアメトキサム水溶剤2000倍 　　67 ◎
クロチアニジン水溶剤2000倍 　　89 ○
アセタミプリド水溶剤2000倍 　　89 ○
イミダクロプリド水和剤2000倍 　　78 ○
チオジカルブ水和剤750倍    125 ○
ＮＡＣ水和剤1500倍 　　82 ○

注1)果樹研究所個体群：2008年7月に果樹研究所病害虫科リンゴＡほ場（殺虫剤無散布）から採集した個体群
注2)水道水（展着剤ラビデン3S5000倍）の平均死亡率は9.1％（n=5）
注3)日本バイオロジカルコントロール協議会作成の影響評価に準じた
　　　◎：死亡率０～30％、○：30～80％、△：80～99％、×：99～100％（室内試験）
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　表２　ミヤコカブリダニ果樹研究所個体群に対する殺虫剤の影響評価(2009室内試験）
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図１ フツウカブリダニに対する殺虫剤の影響（2009野外試験）

試験場所：果樹研病害虫科リンゴＢほ場、散布：７月22日

無処理

ダニ剤（シフルメトフェン水和剤2000倍）

ダニ剤＋ペルメトリン水和剤1500倍

ダニ剤＋アセタミプリド水溶剤2000倍


